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総合バンキング システム

TotalBanking SYStem

This article describes the role o†computersin the bank business,Which rlaVe

grown from a mere c!ericalcost saving machine to theindispensible too10f

ma=agement StrategV′aS W釧as theoutli=eOfthe mode｢=tOtalbankingsvstem･

Thefe∂tUreSOfthetotalbankjngsvstemsinstalled atTheSanwaBank′TheTokai

Bank.and the Nippon Telegraph and Telephone Public Co｢po｢ation a｢e also

jntroduced.

n 緒 言

パンチ カード システムに輸去った銀行業務グ)樅械化は,

昭和34年には他業界に先がけてコンピュータを導入し,その

後,都市銀行を中心に大槻校銀行が次々とこれに続いた〔〕

銀行業界がこのように,柿梅的に導入を図った滞貨には,

･Ji務のかなりの部分が単純人量処三時に属し,比較的,機械化

しやすいということもあったが,高度の経書肖成仁と社会環境

の変化により,企業｢トL､から大一衆中心の道営に一切り換えを迫

⊥ゝJれ,小一J多様化した多量の情報処.叩をかかえるに至ったた

め,コンビュmタ噂人によって､その解f央を見いだそうとし

たことも人きなり二川こ1である.-､

二のような背景のもとに,銀行の3人業務とし､われる,預

1号,み替,貸付などの各科目ごとの,量的l吸収を図った単科

H処理システムが,省力効･果を目的とLて開発されてきた｡

Lかし,金融の消費者指向,矧祭化,きらに経済社会の変

化は,銀行の役割を徐々に変えつつあり,銀行業務の多様化

の面にも表われている｡預金業務では,総合口座のような各

種の預金を紺.み(ナわせた新椎損金が次々と編みJ一日され,i央漬

菜務でも,各種料令の日動振替制度,あるいは給与振込制度

など業務は拡大しつつある｡このように,顧客サービスを目

的とした業務の多様化は,事務量の増加にますます指せをか

け,事務コストの上昇を招来するに至った｡

銀行はそグ〕性質上,生産設備,原材料というものがなく,

当然,コストの大部分は人件費で占める｡人員増を最小限に

食い止め,-ユ拉帝の多様化に対処して,コストの低減と生産性

の｢んj_Lを凶ることが大きな課題となってきた｡しかし,高圧

成長下の経済社会において,人件費の_卜昇を従来の方i去によ

る生産′性の向上だけではカバーしきれるものでなく,ここに

銀行がコンピュータ,特にオンライン システムを導入し,総

ナナバンキング システムの確立を急いでいる背景がある｡

コンビュ【タ化による生産件の向上は,第一一に,事務の質

が同質化し,新人の短期戦力化が図れることである｡人間の

作業には,質的にかなりの差があり,ニれを機不戒に置き絶え

ることにより,口座相違とか残高不足のような単純ミスや,

通帳の盗難届などのチェック事項も,機械が管理してくれる

ようになるので,-一阜務の同質化による新しい管理体制によっ

て,新人の短期戦力化が可能になってくる｡第二に,-+主務作

業の同質化によって,それにかかっていた人々を,意志決定

業務,管理業務,顧客サービス業務､さらに折衝業務など,

椎々な高度の業務に配置転換することができる｡

以上の背景を前提とした総でナバンキング システムは､図1
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に示すように,省力化,コスト低減および顧客サービスの拡

人,さらに経営管理の高度化を目的として,｢顧客の確保と

拡大+,｢より多くの資金と利潤の追求+,｢経営の充実+,を効

果として得るためのシステムである｡

B 総合バンキングシステムの発展形態

総合バンキング システムの基盤となったわが国のオンラ

イン バンキング システムは､昭和40年に始まり,以後､そ

の規模を順次拡大し,総合バンキング システムの形態を空室器

えるに干った｡当初は,預金,為替,貸付など,個々の科目

処理を中心として省力効果を第一義としたシステムであった

が,その後,多科目処理から,科目間の有機的な結合を処理

する形態をとり,事務処理面からみると銀行の主要業務は,

ほとんど含まれているといってよいほどに,システムの処理

｢ .経済の高度成長. ｢
企業競争の激化 銀行機能の拡大 大衆化 ●一斉金ポジションの変化

I l▼ -1

経営管理の改善 商品の多様化 事務量の増大

l I
サービスコストの上鼻 人件費の増化

I
事務コストの上昇

l

卿 洲-

l l l

経営管理の高度化
顧客サ…ビスの拡大

征離･迅離･広離) コスト低減 省 力 化

任)顧客の確保と拡大

② より多くの資金と利潤

③ 経 営 の 充 実

図l 総合バンキングシステムの背景と目的

総合バンキングシステムの目的および効果の関連を示す｡

金融環境の変化と

Fig.1Background and Aim of TotalBanking System
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内7言か拡大埜化Lてきている｡.この処坪内?妄の変化は,亡i†.純

な栄作食化に什うものだけでなく,金融局棍の変化,コンピ

ュータの托術‾中二乱 川維1削丈､鈍行間のiき左ナ㌻,大蔵打の行政

j付注な･どとあいまって埜化L､現/!三は眩枚期にさ†Jかかって

いるともみノブれる｡二れをアプリケ【ション耐を中心とした

発嫉ノルJからみると,真蛙つかグ)方IrJ+づけができる.⊃

(1)一乍頗処理システムの充実

従来グ川i余,為札l汁1‾の-iit利一口処理を中心とした,オペ

レーショナルなアプリケーーーションは,硯/一三にもまして長モ的な

lり立+丈を川らなければなJ)ない

(2)櫛繋サービスの拡大と充実

従来う住めてきたアプリケーションは,鈍行内部の†ナJ理化が

小心で,′方市村策の比辛か大きかったか,新たに,外部に対

Lてアプリケーーーション♂)･拡大がトズlられ,正確,迅速な一事務処

理と析什サービスの拙けiを牡本とLたアプリケーションの光

二夫か必要となっている｡

(3)†朋拉産業分野への進拙

技行が,一戸ji･に本来の銀行業務にとど妻らず､地域社会のり

-ダーーシソナ1モ業の､｢･′二場か⊥､〕,アプリケーーションの拡大か必

要になっているく｢
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図2 総合バンキングシステムの発展形態

の形態とその時期的な推移を示す｡
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(4)経ノド=満車riシステムへのアブロ【チ

鈍行グ)多様化に†11≡･う発展‡仁ノヾとともに,一一ノブでは企業とし

て綿′汀の允り三を阿るため,経ノバ‖市報システムのアプリケーシ

ョ ンを開発しなければならない｡こグ)ようなアプリケーショ

ンの党朕をノ走査芸に名‾えると､時点的にみた場†㌢,銀行の特什,

コンビー1一夕化の北枕などから,多少の芹はあると思われる

が,図2にホすようなバンキング システムの発展形態をたど

るものと思われる｡

臣l総合バンキング システムの概要

3.1多様化する業務処理

(1)対象装荷

総ナナバンキン グ システムCり仏づ王芸となったオンライン バン

キング システムを小心にぢ▲えると､規子r∴ 次の業稚が対範に

なっている｡斤i企業稚としては,汗過冊金,定期即金,定期

柿企,柿､t延期付会,通知軌条,当梅軒金,総†ナ=畦,その

他,別指沖合,納車か即納′i金など,為作業滞としては∴去金,

以込,恥､工,その他推為件など､また,貸付業躇とLては,

.テ11三吉貸付,手形節付,商業手形刑引などである<)このように,

オペレーショナルな業務のほか,日計業務,人事管理業務,

会計業作などの本部業稚も対範となっている｡

(2)村目Hり総fナ処理

従来♂)単科目処理システムでは遠隔地にある預金【‾l座に資

金を批リj_ちむ場合,為拝システムによってメッセージを送イ言

L,それを′受けた′汀業店で瀬金システムによって再度預金=

雌に入金するという2段階の手順を踏んでいた｡しかし総合

バンキング システムでは問合せぉじ答方式とメッセージ交枚プ了

式との結合により,コンピュータ内で育i金ファイルの更新と

ともに自動的に入金することが可能となった｡また貸付業務

についても同様な処手堅が行なわれ,商業手形の為待人報によ

る自動入金もその一つの例である｡さらに最近の消費経済を

杖映して消費者金融,月賦迦晴が増加しつつあり,その対Jぷ

策として多科目処理ファイルを仲介とLた貸付業務と預金業

務の結合による自動板持処手堅は有効な手段となっている｡

(3)L_1座振替処王聖

l+堆振梓処王里は電話料金の収納業務を省力化することに端

を発し,その後,水道料金,税金,電気料金,オ､ス料金,日

本放送協会受信料など公共料金を中心に保検科,返済金,購

入代金などあらゆる分野に普及している｡銀行にとっても,

引落とL,記帳の業務がコンビュー【タによI)自動化している

現在では員柑のかかる処理ではなく,むしろ顧芥サービスの

向上と顧客獲得の両面からみて,大いに貢献しているものと

いえる｡消費者,企業の側からみると銀行にいちいち出向く

必要がなくなったメリットがある｡さらに-最近新椎商品とし

て総合[+座が登場し残高不足で引落としが不能の場合も,当

座貸越しができるようになって,tl庵振替の利用率は一段と

高くなってきている｡また銀行の給与振込制度は---一般企業で

かなり利用されており,現金袋詰作業の撤廃と,現送および

保管の危ド剣;ガ1l二の向からも,今後,一般化されることが期待

される｡ニのような銀行機能の変化は,総合バンキング シス

テムを前提として可能になったものでありこのシステムの特

徴ともいえる｡

3.2 システムの構成

オンライン バンキング システムは時間の経過とともに対

象業務の増加,処三哩形態の稜雑化,事務取扱量の急増などか

ら巨大化する傾向にある｡しかし問合せ応答処理を重点とし

たこのシステムでは.ターン アラウンド時間を一完三に保つこ
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とが要求される｡また中火システムの防ごi手は銀行恍能のイニ■ニ川二

をもたらすことから,舟空のイ‾i子帖度を要求される･_1二のため

】l‾-火仙…附き置,旭仁子l_l_り線,端人装損などのハードウェ11や.

オペレ･--ティ ング システム,デーータ コ ミュニケ､｢ショ ン,

データ マネジメント,業務プログラムなどのソフトウェアに

他ジ‾)システムには兄J〕れない純々の仙古が払われてぉり■1■ごj性

ク)比和が城東帖されている｡

(1)センタ連′汀ノノ式

センタを述ノ付するのに中一一センタノノ式と,不日数センタプJ‾J･〔

の2ノノ∫〔がある｡j-it-･センタノブ▲士(が一般的であるが大規純〝‾)

銚子=J■･においては,頭上丸 名‾.書掘,大阪など--▲㍍地域ごとに一三こi

紫小iがり三中Lている場合か多く,州税借用料の帆減,システ

ムの馴如ナ散,Jユこ城サーービスのl‾r･j_上などを巧‾撤して､地域別

にセンタを1iユ置する不日数センタノブ式を才采用している｡)

(2)センタ偶成

センタの催詩誌柑■王威は安求される†.子刺と竹三,保一､1:件および拡蝦

作によって決志されるものであるが,特に11+火処理紫‾置の他

J友ノノブ去とLて,

(a)シングル システム

(b)デュプレックス システム(スタンドバイ システムと

もいう)

(c)ロrド ンエア システム(仰列システムともいう)

がそク)代≠之的なシステムである｡ノ

(a)シングル システム

シングル システムは,中央処埋装置1千丁で偶成されるシ

ステムで,比較的小規枚のシステムや`ノ亡拉度をあまり宴求

しないシステムに･抹川することができる総柄的なシステム

である｡

(b)デュプレ､ソクス システム

デュプレックス システムは､中ソご処理装置をはじめ人出

ソJ装道,外部袖肋記憶装荷,適イF音訓御装置などの予備機を

持ち,適ノさ1～‾は-｢備粍をオフライン処理用にイ≡川ける｡オン

ライン処理システムの一部に特1i子がづこじた場†ナは,オフラ

イン処理をrIl継し,ただちにオンライン処理用に-りJリ操え

て他用することが可能なようにイ構成されているシステムで､

人部分の鎚イ‾ナで採用している｡〕

(c)ロード シェア システム

ロー,ド シェア システムはセンタの中火処理装置を階数

デー.言貨帯し,併列に様(か)刺させるシステムである｡仰別様

割によってLい央処理装置の負荷を分配する(､fてし荷分け妃の方
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法には次の2方ぎ去がある｡,

(i)地域分諮りで収存する｡

(ii)f舶モ,為作といった料日単位で収ぞ羊する｡

地土成分湖のロード シェア システムでは,粁.即寺に仝シ

ステムの同時一一汽(せい)悼】卜をi掛ナることができる｡重た

過用業務やJ占舗の拡大,あるいはデ【タ韻の増加に対して

プログラムの恋敵F丘は少なく,適切なタイ ミングで対処す

ることができる持氏を持っている-)

(3)甘業店の三端末構成

総で㌻バンキング システムを構成するうえで人きな要素を【Ii

めているのが端末システムであるしつ 音粘末システムはシステム

全休で畔･-のマン マシン インタフェ】ス部となり,どのよ

うな純類,機能の端末を利用するかは非ノ～;与■に重要な問踵であ

る(ノ

初期の単科目処理システムでは,個々の業務特有の処理に

過した機能を持つ鵠り那fム主末をイむ用していた｡総fナバンキング

システムでほ業荷の多様化,事務取扱の増加などを巧▼撤し,

述什=_如グ)多様作,拙作什,イ言相性などにすぐれた綿々の機能

を持つ端i末が必要であり,従来のjlと金端末,為梓端末のはか

に一郎令･為件瀬川の汎川端末や,オート キャッシャ(税金自

動よ払恍),CRT(Cathode Ray Tube)ディスプレイなど

が採用されている｡センタの防ごi_子が銀行槻能全体の停Il二に結

びつく危†利生を避けるため,営業J占独自でもあるf`■り真の業稀

処理が行なえる端末システムが開発されており,インテリジ

ュンス タ〉¶ミナルとLて一部に採用されている｡

3.3 ソフトウェアの特徴

(1)ソフトウェアの偶成

オンライン バンキング システムのソフトウェア構成は図

3に示すとおりである｡

(2)マルチ処理･オペレ叩ション

中央処王聖楽讃のす柁柁的串速化に伴い,ファイルのデー‾タ入

エーl-1力帖間とアンバランスになる傾｢hJがある｡オンライン
バン

キング システムでは科目処理ファイルを他用する処理が大部

分であー),ニのアンバランスを解消してシステム全体の処理

能力をrFり上させるプログラム上の技法が必要となる｡マルチ

処押･オペレーションはそのための効果的な技法であり,シ

ステム資掘を有効にiiキR]することができる｡オンライン処理

においては各科目のトラヒ､ソクグ)傾向,J榊掟成を考痕L,店

辟別科日別フ7イル梢成をとり,磁気ディスク パック単付二♂)

タスク管理を行ないマルチタスク オペレーションの効果を上
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テープ

多科目処理

ファイル

移行処理

プログラム

MICRサポート

プログラム
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ロ ン

グ ラ

ラ イ
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図3 オンライン バンキングシステムのソフトウェア構成図 オンラインバンキングシステ

ムにおけるソフトウェアの機能関連を示す｡

Fig･3 Software Structure Diag｢am of O=-Li=e Ba=ki=g System
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げるのもー一寸法といえよう｡またオンライン処理実行中に村

H処月号ファイルに対Lて,バッチ処理による‾更新を併行Lて

行なうのも有効な‾ノブ式であI),‾交換持小｢-川手形,′卜切子のリl

満とLをセンタに集中Lて処理することを可能にLている｡

さらに,今後増大していくと思われる【り杢振替処理も,店

別科日別ファイル構成を採用Lて,トランザクションの分散

を行ない,マルチジョブオペレーションの有効才一占用により処

+劉古間の知縮を図っている｡

(3)l碍吉にJiけるバックアップ

コンピュータの銀行における妄〔献度が高くなればなるほど

削榊寺における巻き習Hま大きくなっていく｡そこで正′パ=二様動

Lているときにシステムの状態をチェックして傾向を予知す

る手指,万一輿′さ打事態が発生したときはできる限りその部分

を川越する手段,システムを+Lめぎるを得ないときはシステ

ム子疑心二要する時間を可能な1災り細くする手f貨,さらにうこ仝

なシステムの復元をする手段が要求される｡これら各手段は

コンピュータの本来の目的ではないので費用とのバランスを

考促しハードウェア,ソフトウェアの面から適切な配慮がな

されなくてはならない｡

ハードウェアのイ言束貞度をシステムとして実現するためには

ソフトウェアにも多くの配般が必要である｡部分の障害が全

体の停山二波及しないためにほ,ハ【ドゥェアの位1子;二に対L

て放l符イ困所の冶断,切離L,一戸i編成が可▲能でなければならな

い｡これによI)システムはやや能力を十打Fさせた状態にはな

るが,様勅を続けることができる｡-･般にハードウエアの悍

Ti壬i二はフ7,イル,プログラム,テーブルなどグ)論理的資源を破

増するので,それ臼休の政柄や二次的波及のl;ガ止を行なわな

ければならない｡

(a)診断プログラムと耶二王子非′パ‖汗置

システム内に発生したノ＼【ドゥェア1二～ft害,ソフトウェア

粁真に対し,それらのド丁稚手原凶,障害個所の一切分け,判定

などのドご‾:モ案分析を行なうために.三今断プログラムが用意され,

この･テ今断結果によりシステムク)以後の稼動方法を決定L,

｢非ノ.椚芹置を講ずる｡また最近の方式としてシステム柘

動咋㌧ 事前の怖吉検知のため,周辺装置の動作監視をする

Ⅰ/0パトロール方式が採用されている｡

(b)クイ ックリカバリー

鈍行業務の重要な部分を.1iめてし､るオンライン処f削二お

いては,万一の昨害時にも完全なシステムの復元と最′トの

曜(I))悍時間が最高度に要求される｡日々数十万件のトラ

ンザクションが処理される中でわずか1乍トのデータの抜け

も■拝されないし,二重処理も許されない｡さらにそのきび

Lい条件下で罷陣時間が鼓小になることを要求される｡こ

のために時々刻々のトランザクションは磁気テープに二重

苦きを行ない,役元の確実さを向ヒさせる配慮がなされて

いる｡システムによっては障害が起こるとL[り復処理プログ

ラムの稼動から,オンライン システムの再開始までハード

ウェアの切換え以外は全くオペレータの介入なしに自動的

に稼動する自動障害回復方式を採用している｡このことに

より躍障日寺間は5～10分に押えることが可能である｡

(c)フォール バック運用

総合バンキング システムでは全日]的ネットワークで多柿

頬のアプリケーションにより処理をしているため,部分持

主i子によるシステム全体への影響を傲力避けなければならな

いのは当然のことである｡前述の診断プログラムおよび非

ノ･桝六三j享子措置によってこの判断を的確に行ない,肝吾郎分を

システムより切り離し,システムを全t由停止せずに稼動を

SO
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図4 ファイル構成
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貸付
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(C)C方式

多科目処理ファイルのファイル設計方式を示す｡

Fig.4 Struoture of File

純子fさせるための抑々のキ駐が乙･されている｡また,柿害

を起こLたブ川ミファイルはシステムより切I)離L,オンラ

イン処理を続行Lながら子笈丁亡ができるよう.設計されている(⊃

さごっに,あるアプリケーションがソフトウェア を起こ

Lた場介､そのアプリケ【ションのみを-りJり離すソフトウ

ェア フォールバ‥ノクノ/式による運用も考擬されている｡そ

グ)他立～f■ト+ミシステム搾1i手の場合,センタ代行措置も狭兼のフ

ォールバ･ソク道川といえる｡

(4)ファイル オルオ､ニゼーション

オンライン バンキング システムでは,フ7･イル オルガニ

ゼ【ション､ファイル マネージメントの･巧拙(せつ)が,シス

テムの比論を制するといっても過;子ではない｡オンライン シ

ステムのアクセスはランダム アクセスであり,オンライン

システムのアクセスは-一一舟芝的にシーケンシャル アクセスであ

る｢,またフ7,イルの追加や削除が答場であり,ファイルの保

推､ILJl子夏機能にすぐれている必要性から,杓目処理ファイル

の■i貨計技法とLてISAM(Indexed SequentialAccess

Method)77イ′レが･採用される｡

(a)フ7イル椛成

ファイル内布は柄別,科目別に区分されているが,これ

J〕データを校数の磁気テイクスに格納する場合図4にホす

ように,2純析の方法が巧▲えられる｡一つは科目ごとに判

り当てる村口別縦湖方J〔であり(図4(a)のA方式),もう一

つは店ごとに糊り当てる村臼別横捌方式である(図4(b)の

Bノブ▲式).っ

この二つの方式では,手斗日別棟割方式のはうがすぐれて

し-る′亡(が多い｡

(i)ファイル肝プチによる影響が,-一部の営業凧二l斗i起され

る｡

(ii)各ファイルに対して,トラヒック分散が容易に阿れる｡

Gii)ヰー=+問および業務間の振替処理を行なうとき,ファイ

ルの柑ち時間が減少する｡振件処王堅は通甘自店内の振替

えであることが多く,90%近くに及ぶことがある｡

さらに,榊湖ノナ式を各弓斗目のトラヒック比率から考慮し
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て改良をした縦割と横剤のi比ナナ方式がある(寸斗臼別,J.1i別

ユニット ファイル構造ともいう(図4(C)のC方式)｡一一1柁に

トラヒックク)痛い汗過損金と当悼刑余はポリユーームを別に

するほうがポりユーム別の競fナによる待ち時Hりが少なく,

この方式が寸来られる｡

(b)軒｢日間の関連を甥･但したファイル

顧客情報管理と軒卜日間lI座振梓を考垢L,拉近のオンラ

イン バンキング システムでは,CIF(CustomerIdorma-

tionFilel体系が,なんらかの形で･採り入れられている｡,し

かし顧茶情報の他用目的,対象とする顧解数,コード体系

など各銀行独臼の問題があり,実†新二合わせた‾ノ丁式を抹川

し一一定はLていない｡

巴 総合バンキング システムの事例

4.1三和銀行(SANBAC･･･SANwa Banking Automation

ControISystem)

株式会社二三和鎚行は昭和43年6月にHITAC4010システム

による為梓オンライン システムの逆用をI梓川≠iし,昭和44年10

月にHITAC8500システムによる郎令オンライン システムの

道川を開始した()その後昭和48年3月に為梓オンライン シス

テムをHITAC8700システムに更新し,即金のHITAC8500

とシステムトの寺幾能統ナナを果たした｡

SANf主ACは東京･大阪の二大センタで構成され,巾ブ上処

理装置はそれぞれデュプレックス システムを採るとともに対

象とした営業店を地i或別に分諮りLて収芥するロード シェアノJ

式を採っている｡SANBACでは為拝オンライン システムと

料金システムは別システムで運甘されており,｢iI-jシステムを

l_】り線で接続することによって,為替から納金】l座への自動苑壬

込みを可能にしている｡各センタと210店の全営業店とは1,200

ビット/秒の日本電信電話公社(以下,電電公社と略す)【=Ⅰ

線的450l口】線で結ばれており,各営業店には榊缶用端末シス

テムと為梓川端末システムがそれぞれ設置されている｡

対象業務は普通抑令,定期付金､柿立て右其り刑余,定期縦令､

過知桝令,当坤桁金,総でトロ稚,別段斬令,為倖,会計業帝

などである｡図5は､三ノ相銀行オンライン システムの偶成を

ホすものである｡

4.2 東i毎銀行オンライン システム

株式会社東海銀行は昭和40年6JlにHITAC3030によるう‡

大阪センタ
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匡15 三和銀行オンライン システム機器構成図

成を示す｡

Fig.5 Structure Diag｢am of SANBAC
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戸禎界みJの為作オンライン システムEDECS(Electronicl)ata

ExchangeandControISystem)の逆用を開始L,ll朋I146叶･2

日にHITAC8500システムによる汀阜令オンライン システムの

運用を開始Lた｡その後H日和48年1J=二はj二l′il‡オンライン シ

ステムをHITAC8700システムへ拡大するとと い二,∠与件オ

ンライン システムをl吸収して何一一システムによるう雀川を川州√r

し.た〔,‾束子至暁銀行オンライン システムは氷点･れハ▲Jぅ三の_▲▲ノヾセ

ンタで仙成され,中央処J埋普き吊二はそれぞれデュプレックス
シ

ステムをとるとともに,名プ】‾†キミセンタは地域別のロート ン_7-

7ノブJ〔を採っている｡全回銚子川も会わ作オンライン システム

とは部了ナナJキミセンタで川根接続され,コンビュー一夕 ネlソトワー

ク システムを形成してし､る｡センタと1モノさニト紫J.i言204J.1iとは,

1,200ビ‥ノト/秒の電う宣公社川根約300l‖ほ射で結び､菜稚とし

て一汗通汀i令,完三期的余,通知汀i令,当巧川(令,若き作など'を対

範とLている｡図6は,火i妬銚子】ニオンライン システムの仙戊

をホすものであるr)

4.3 電電公社直営総合バンキングシステム

電電公社‾【和三千による総チトバンキング システムは,株∫(仝什

京都鋭行を例にとるとわ'i金糸業稚としては,-i盲ウニ池わ′(1モ,納税

準備打t余,当旭川i缶,ニ上期汁i令,柿､二′二に則抑令,旭知巾令,

左期手舶号,別段抑令,号汁J‾系装荷としては,商業丁什ラ糊リl,

下形盲汁J▲,iii†三吉貸付,il門モー井口一ンおよび為作業楷を小心ヒ

してこれら剣ま行業稚における3上質葉子削二間拙するデータリ三

配イ∴ H弔会,コード壇史,勘定処王理など行内窓11業楷のオン

ラインリアルタイム処揮およぴ=煉拙作,壬ミj〔料令のリl満と

し,下形期日管理,糊引料計号㍉ 決許-♯稚,願′糾､i一子刊ま符j■1もの

ための名寄せ,各帥管理資料作成などが効率よく一一打処押さ

れることをE+的とLたオフライン処理を対態としてし､る.丁.

匹l 総合バンキング システムの動向

前述のように,わが何の鈍行では,総fナバンキング システ

ムを目ぎして,その耗男差となるオンライン システムを中人L

てから8fトを維過し,現イl施三枚期にさしかかっている｡郡りf

鎌行のオンライン システムでは,人作づ皆のFlj柑ik巾iだけを月立り

上げても十分効一県をあげているといわれているか,LかL仰】

々のシステム向を取り_J∴げてみると淋妃すべきものばかりで

はない｡今後,総でナバンキング システムの拡大Lていゎくノ川J

は次のようなものになると‾考▲えられる｡
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図6 東海銀行オンライン システム機器構成図 東海銀行のオンラインシステムに右ける概略構成を示す｡

Fig･6 St｢uct=re Diagram of On-Line System by TOKAIBank

(1)オンライン バンキング システムの改黄

土要業務では,付目問処理の形態にまで拡大されたとはい

え,ヤト目を中心に従来の革袴をコンビューータ処‡削二帯き換え

た耐が強く,これは,-･つのトランザクションを顧客情報な

り緯′汀管理情報とLて,とらえることがあまりなされていな

いということである｡

顧宥情報とLてのとらえメナは,怖報ファイルとの関連が強

く,耶‾心鎌手‾ナのように,何‾打方という膨大な=確を,すべて

統･一ファイルにLて,システムに組み人れ保有することは,

托術的にも,コストtRiかノブも問題があり,十分な結論が行ご)れ

ていないヾ､今後,顧布帖抽ファイルを十分満州するためには,

必要とされる情報の選択を行ない,ファイル純築と検索の鈍

行用アプリケーションの開発が望まれる｡

(2)マルチ バンキング システム

銀子H詣】の業荷比携を一席繋註とLて,和_白二の鈍行問各支何から,

打t金の代′妾,代払のできる銀行が多くなりつつある｡これは

明らかに,ノ州立を集中L一止化したファイルを持つオンライ

ン バンキング システムを前拉として,叶能になったもので

ある｡/卜捜さらに,オンライン バンキング システムの相二rた

利用は多くなるものと思われる(一 旦休的には,親密な関係に

ある銀行どおLが,

行に委.i一亡するという

ンライ ン バンキン

共同利用の場でナほ,

地ゴ戎的に離れた立ん‡iの業躇処理を何千銀

ケMスであるハ ニれがさらに進むと,オ

ブ システムの共同利鞘とし-う形態になる｡

業務内芥やデーータ形式の木‖遥など選別上

の問題とゝ＼与柵コンピュータの接続など托術的な問題を含んで

いるが,コンピュータ ネ､ソトワークの技椰f進歩とともに,今

後,糊加するものと期待される｡

(3)辿絡･照会システム

日動批附二川うr--1座の明細通知サ【ビスや為杯の振込人食

通知,あるいは私宅照会など,他企業または個人に対する一片

業店サービス業軌ま､ますます増加の傾向にあり,人手によ

る電話,郵便を仕った手段では限界がある｡顧各サービスと

吊力化の両面から,オンライン バンキング システムにテレ

ックスを接続して,南接,取引先へ連絡しあるいは照会に応

ずる日動化システムが一汗ノ女しつつあり,汀声による応答シス

テムが二採り入れられるのも間近である｡

(4)ペイメント システム

当初､営業店業務の黙力化を目標に導入されてきた現金日

動支払機も,店外への拡張子段としてオンライン バンキング

システムと接続され,個人との接ノ丈とLて利用度が高くなっ

てきた｡さらに,キャッシュレス社会への和子√として,7‾子吉号
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J.i-+′ト売朽などの商取引の決折と,銀行の口座振帝をカード

を雌体とLて結び付け自動決消するPOS(Point of Sales)

システムが,総fナバンキング システムに採り入れられようと

Lている〔,

(5)情報処稚‡JH共システム

銀行は他産業に比べ,取引層をあらゆる業柁,介業にわた

ってJムく持ち,地j或的にもはし､範1珂の支店網を配しているこ

とから､情報の処羊軋 加工,提供,交換,さらに各柿コンサ

ルテーションなどの社会的サーー1ビスや,各企業間のリーーダーーー

シップ的役湖を果たLてゆくのに適Lている｡このような要

1人Ⅰかごっ情報サービスに関係したバンキング システムの発巌は,

ノ′卜後もふえてぃわくものと思われる｡また情報提供も,経済,

令融,生机 海外など各方面の情報はに範囲にわたり,各純

子州の帖判まもマネージメント サイエンスを侍った分析モデル

により拉供されることになるものと思われる(､

(6)維′仁=､i捕ぇシステム

バンキング システムで収集されたデーータを経常1減略や絞首

管理に還‾止L,環境の変化に応じた意心ゴ央定に役だたせるこ

とが維ノ片肺報システムの手法搾りといえる｡

維′ト=市報システムを含めた総合バンキング システムをもっ

て,1こ成された総合バンキング システムといえよう｡しかし

硯机ま,多くのサブ システムを其盤とL,情報検索やシミュ

レーションなどの手法によって.言∫じ付されてし-る段l椚であり,

今後,システム的にも取り組んでレわかなければならない大き

な謀享密である｡

【司 結 言

以上,総f㌻バンキング システムに閲し､硯ご状から今後の動rFlほ

でを概説した｡銀行機能の変容に伴って,今後さらにシステムは機

能的に細分化され,このサブシステムともいわれる集卜jlを,縦と

偶に結んで総合システムへの発展の道をたどるものと思われる｡

センタ システムを考えた場イナ,銀行の業務量の伸びと質の

変化に伴って,超高速,大谷量で信根性の高い計算機が要求

されるであろうし,営業店システムを考えた場合,支店数の

増加と業務の変化に伴い,端末システムの多様化がますます

要求されるであろう｡
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